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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

環境教育研究では、環境教育の手法やプログラムの内容に関わる実践的研究が行われ、

環境教育の質的向上に貢献してきた。しかし、これらの研究は、環境教育が学習者に与

える短期的な効果に着目したものであった。環境教育が根付いた今、環境教育の長期的

効果を分かりやすい形で評価する手法の開発が求められている。本研究は、環境教育分

野、教育工学分野及び評価研究分野を中心に、政策研究、パフォーマンス研究などを広

くカバーするもので、これらの領域での評価手法の中で、環境教育・ ESD を評価する際

に適用できると考えられる複数の手法を抽出し、プログラム評価で確立されたロジック

モデルを環境教育、 ESD へ適用し検証・分析する。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

[ESD（持続可能な開発のため教

育）〕               
 〔    教育効果 〕 〔      評価 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究は、環境教育分野、教育工学分野及び評価研究分野を中心に、政策研究、パフォ

ーマンス研究などを結び付け 、環境教育の評価活動を体系化する研究である。  

環境教育分野で行われてきた実践的研究により、環境教育が質的に向上してきたが、こ

れらの研究は環境教育が学習者に与える短期的な効果に着目した ものであった。本研究で

は、環境教育の長期的な教育効果について、その評価のあり方を研究 、提案するものであ

る。環境教育の長期的な教育効果とは、環境教育を行うことにより、学習者の意識や行動

変容を導き、そのことが、環境教育の目的である持続可能な社会 の実現へ与える影響が環

境教育の効果であると捉えることができる。  

 本研究では、教育評価や評価に関わる各学問を分野横断的にレビューすることにより、環境教育の評価の体系化

を試みるものである。教育工学分野からは、教育効果についての研究蓄積を参考にした。特に、

教育システムの内部での効果について、質的に評価する方法や教育評価を教育測定の立場

か ら 量 的 に 厳 密 に 測 定 す る 研 究 を 参 考 とし た 。 評 価 研 究 分 野か ら は 、 環 境 教 育 を行 政 や

NGO などが行なう一つの施策またはプロジェクトととらえ、政策評価の観点から環境教

育 政 策 を 評 価 す る 研 究 が 進 ん で い る 。 ま た 評 価 を 単 に 結 果 の 提 示 で 終 わ ら せ る ので は な

く、評価のプロセス自体をその施策やプロジェクトの一部に取り込む研究も行なわれてい

る。環境教育の教育効果が社会に及ぼす効果を評価するに際し、ロジックモデルの理論を

はじめ核となる評価理論を評価研究分野から見出 した。政策研究からは、主に ODA 分野

における実務からの評価研究が進んでいて、評価を体系的にとらえる際の 評価視点、評価

項目、評価内容、指標、情報収集源、目的、妥当性、プロセス適切性・効率性結果有効性

を参考とした。パフォーマンス研究からは、主にビジネス ･実務の分野から発展してきた

研究であり、企業における社内研修の効果や、企業が社会的貢献の一部として行なう地域

住民や一般市民向けの環境教育などがどの位効果があるのかを、企業やビジネスの観点か

ら評価している。特に、コストパフォーマンスの観点から評価する 仕組みが参考となる。  

これらの各学問領域や各分野での評価に関する研究を統合し、環境教育の教育効果を評

価する仕組みや手法を以下の通り提示した。  

 評価研究で確立されたロジックモデルを環境教育の評価活動に位置づける。ロジックモデルを用いることにより、

実施されている環境教育がどのような目標、目的を持ち、そしてその目標、目的を実現するために行っている活動（＝

環境教育）の効果が何であるかを理論的に表すことが可能となる。また、環境教育を行うことにより実現されるべき

目的との因果関係が明確になることで、より的確で効率的な環境教育の実施に寄与するといえる。 
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